
 
※令和３年度以前入学生用 

 

学校番号 1016 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「改訂 物理」 （東京書籍） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「物理基礎」で学んだことを礎に、物体の運動や波、電気や電子の動きなどについて、実験や観察

など、探求的な活動を通して学ぶ。 

 

２ 学習の到達目標 

・物理学の基本的な概念や原理・法則を理解し，科学的な自然観を身につける。 

・科学技術の在り方について意思決定するために必要な，科学的な見方や考え方を身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との

関連を図りながら物

理現象について関心

をもち、意欲的に探究

しようとするととも

に、科学的な見方や考

え方を身に付けてい

る。 

物理現象や自然に対

して疑問を持ち、仮説

を立てて検証する手

段を考える。 

仮説に基づいて、正

しく安全な手順で検

証作業を行い、得ら

れたデータを処理す

ることができる。 

定義や定理、法則に

ついて正しく理解

し、それらを活用し

て物理現象を説明す

ることができる。 

評
価
方
法 

ノート・プリントの記

述 
授業・実験中の態度 
授業・実験中の発言 
課題への取組み 
出席状況 

ノート・プリントの記

述 
授業・実験中の発言 
課題の内容 
定期考査の結果 

実験中の態度 
実験結果とその記録 
考察 

ノート・プリントの

記述 
定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ ２ さ
ま
ざ
ま
な
運
動 

エ
ネ
ル
ギ
ー 

・剛体にはたらく力のつり合い 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

a:力のつり合いについて、身近

な現象と関連付けて学ぼうと

する。 

b:力のつりあいの関係につい

て正しく表現できる。  

c:実験を正しく行い、記録、考

察することができる  

d:計算や作図を含め、力のつり

あいの関係を正しく表現する

ことができる。 

授業レポート 

アンケート 

休暇中の課題 

グループワーク 

実験レポート 

定期考査 

問題演習 

・平面上の運動と放物運動 

・円運動と万有引力 

・単振動 

・運動量 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

a:平面上の運動について、向き

や速さが変化する運動につい

て、関心を持ち意欲的に学ぼう

とする。 

b:日常にみられる運動と関連

付け、解析・判断することがで

きる。 

c: 実験を正しく行い、記録、

考察することができる 

d:力と運動の関係を正しく理

解し、運動を解析する方法を身

につけている  

授業レポート 

アンケート 

休暇中の課題 

グループワーク 

実験レポート 

定期考査 

問題演習 

・気体分子の運動と圧力 

・気体の状態変化 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ a:気体の分子運動や温度・圧力

について関心を持つことがで

きている。  

b:熱とエネルギー、について考

察し、日常生活と結びつけて判

断することができる。 

c:気体の状態変化の実験によ

り、その様子を正しく説明する

ことができる。 

d:熱力学第一法則を用いてエ

ネルギーの移動について理解

できる。  

授業レポート 

アンケート 

休暇中の課題 

グループワーク 

実験レポート 

定期考査 

問題演習 
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２ 波 ・波の性質 

・音 

・光 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ a:水面を伝わる波以外の波に

ついて予想できる。 

b:媒質の振動の様子を図で表

すことができる。 

c:弦の振動や光の反射などに

ついて正しく実験作業ができ

る。  

d:音が疎密波であることや、光

の屈折や反射などの性質につ

いて定量的に考察できる。  

授業レポート 

アンケート 

休暇中の課題 

グループワーク 

実験レポート 

定期考査 

問題演習 

電
気
と
磁
気 

・電場と電位 

・電流 

・電流と磁場 

・電磁誘導と電磁波 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

a:日常における電気の仕組み

や磁気、電磁波について興味を

もち意欲的に探究しようとす

る。 

b:身の回りの電子機器やそれ

に含まれる回路の基本的な構

造や電荷の移動について関係

を表現することができる。  

c:実験や観察を行い、電場や電

位のイメージを正しく表現で

きる。  

d:定量的に扱うことだけでな

く、日常で活用できる知識を身

につける。 

授業レポート 

アンケート 

休暇中の課題 

グループワーク 

実験レポート 

定期考査 

問題演習 

３ 原
子 

・電子と光 

・原子と原子核 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

a:電子の発見や原子の性質に

ついて興味を持ち意欲的に探

究することができる。  

b:電子や光の性質について、歴

史的な実験や原子力に関する

考察を行うことができる。  

c:観察や映像を用いて、安全に

ついて考えることができる。  

d: 歴史的な背景を踏まえたう

えで、科学技術の利用と安全に

ついての知識を身につけるこ

とができてきる 

授業レポート 

アンケート 

休暇中の課題 

グループワーク 

実験レポート 

定期考査 

問題演習 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 


